
 

生物多様性国家戦略の改定（案）に関する意見提出様式 

① 氏名： 特定非営利活動法人 野生生物保全論研究会（JWCS）         

 

   担当；鈴木希理恵                                     

 

② 住所： 東京都港区芝大門 １－１１－２三條マンション２０２                               

 

③ 電話番号又はメールアドレス：info@jwcs.org                          

 

④該当箇所及び御意見（※１つの意見で 100 字を超える場合は、100 字以内でその要約も記載してください） 
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C-2-1 

各省庁および地方自治体職員への普及啓発を行うべきである 

生物多様性保全は、行政の環境担当以外の部署の施策との関連が重要である。そこでとくに環境以外を担当す

る国及び地方自治体職員へ、生物多様性についての普及啓発が必要である。活動実績のある民間団体や市民と

行政担当者の間に知識の落差が大きいと、議論を始めることもできない。 

 

生物多様性に有害な補助金の廃止を明記および経済産業省の追加をすべきである 

愛知目標３は生物多様性に有害な補助金の廃止・改革であるが、明記されていない。廃止・改革と明記すべき

である。また担当省庁に経済産業省を加えるべきである。エネルギーや野生生物の商業利用で生物多様性に関

連がある。 

 

国際希少動植物の保護を加えるべきである 

ここでいう絶滅危惧種は国内の生物のみを対象としているようで、国際希少野生動植物についての記載がな



 
い。国内違法取引の取り締まり強化や、ワシントン条約付属書Ⅱの野生動植物の保護のための国内法の整備や

普及啓発など積極的な取り組みをすることを加えるべきである。 

 


